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第2 次足 立区 女性行 動計画
～女性も男性も、互いを尊重し、主体的に生きていくために～

改訂版

計 画 期 間
平成8～12年度

区では、男女共生社会の実現を目指し、

「ウィメンズマスタープランあだちI I一第2

次女性行動計画( 計画期間平成3～7年度) 」

を策定し、取り 組んでき ました。しかし。残さ

れた課題や噺しい罔 豊も出てきています。

そこで、より一 個 の施 策の 推 進奄図る た

め、計圖 を見 直し、改訂 版を作 成しました。

今 後、この 計画に汨つて 区の女 性施 策 等を

推 達し てし遘 ます。

女
性
が
活
き

男
性
が
活
き

ま
ち
が
活
き
る

5
つ
の
目
標

女
性
も
男
性
も
、
子
ど
も
も
お
と
な

も
、あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、家
庭
・
地
域
・

職
場
で
の
生
活
を
刀
か
ち
合
い
、
支
え

合
つ
て
生
き
て
い
け
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
次
の
5
点
を
肝
画
の
ら
綟
と

し
ま
す
。

□
社
会
参
画
の
促
進

区
政
へ
の
女
性
の
参
画
(
政
策
・
方

針
決
定
へ
の
参
加
)
を
拡
大
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
や
拡
会
へ
平
等
に

参
画
で
き
る
夭
4

件
整
備
を
凶
り
ま

す
。

□
男
女
平
等
観
に
た
っ
た
人
間
形
成

男
女
平
等
の
視
点
に
た
っ
た
教
育
と

性
教
育
を
罹
進
し
、
女
性
問
題
に
関
す

る
情
報
提
謦
儖
忖
い
ま
す
。

□
男
女
か
共
に
い
き
い
き
と
働
け
る

諸
条
件
の
整
備

職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
促
進
と

労
働
条
件
の
向
卜
を
図
り
、
働
ぐ
女
性

の
母
性
保
護
と
麝
受
援
制
度
の
整
備

を
進
恒
手

。

□
新
し
い
家
庭
文
化
の
創
造
と
高
齢

社
会
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
施
策
の

充
実新

し
い
家
庭
文
化
の
創
造
の
た
め
社

会
環
境
の
整
備
と
啓
発
に
努
め
ゑ
と

も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
自
立
の

支
援
を
し
て
い
耋
一子

。

□
母
性
保
護
と
健
康
づ
く
り

健
康
つ
く
ひ
事
業
と
母
子
保
健
の
充

実
を
凶
り
乖
す
。

男
女
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

重
点
プ
ラ
ン

具
体
的
行
動
と
し
て
、2
0
0
0

年

ま
で
に
女
性
問
題
の
視
点
か
ら
特
に
進

め
る
必
要
の
あ
る
施
策
を
璽
点
プ
ラ
ン

に
設
定
し
て
、積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

□
委
員
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
促
進

女
性
の
意
見
を
区
政
へ
反
映
豆

蔵

た
め
、
審
議
会
・
委
員
会
等
へ
の
女
性

の
参
画
を
推
進
し
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
委
員
の
半
数
が
女
性
と
な
る
ぷ
つ

目
指
し
ま
す
。

□
区
立
学
校
に
お
け
る
男
女
平
等
教

育
の
充
実

学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育

煢

よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

男
女
平
等
教
育
に
つ
い
て
の
区
の
華
本

方
針
岑
明
確
に
す
る
た
め
、
組
織
の
設

置
を
検
討
し
ま
す
。

□
女
性
起
業
家
へ
の
支
援

女
性
の
就
労
意
欲
鷺
罌
恥
自
立
に

結
び
付
け
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
福

祉
・
健
康
・
環
境
等
の

「
牛
活
価
値
創

一
勗
I
ニ
ッ
チ
(
畜
荼
)

産
蕃

の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
ど
ら
况
、
産
業
振

興
や
ま
ち
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

□
男
女
共
生
の
家
庭
づ
く
り

女
性
と
男
性
が
。
平
等
に
自
申
な
童

廖
と
責
任
と
協
力
の
も
と
に
覃
苳
葢

み
、
地
域
に
お
い
ア
ほ

、
多
様
な
家
脛

の
形
舶
蒭
荳
い
に
認
め
合
い
共
堡
ゑ

「新
し
い
家
庭
文
化
」
の
創
造
を
目
指

し
た
講
呎
竓
と
を
開
催
し
ま
す
。

□
地
域
に
お
け
る
日
常
的
健
康
づ
く

り
の
展
開

高
齢
社
会
に
お
い
て
、
地
域
ぐ
る
み

の
健
康
活
動
を
叉
援
し
、
発
展
さ
せ
ろ

こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な
健
康
づ
く
り

を
行
い
、
健
筆
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
凶
り
ま
す
。

好評の女性起業家支援塾の講議風景

本
計
画
書
は
、
区
政
情
報
室
、女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館
で
閲

覧
・
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

「
こ
ど
も
D
O
・
D
O
・
D
O
」を

配
付
し
て
い
ま
す

区
で
は
、「
子
ど
も
自
身
が
主
体
的

に
考
え
、
行
動
す
る

」こ
と
を
応
援
す

る
た
め
に
、
学
校
外
活
動
の
手
引
き
と

な
る
生
涯
学
習
情
報
誌

「こ
ど
も
D
O

・
D
O
・
D
O
」を
発
刊
。今
年
も
、

新
4
年
生
に
配
付
し
ま
し
た
が
、
区
外

の
小
学
校
や
私
立
の
小
学
校
に
通
学
し

て
い
る
4
I
6
年
生
の
方
で
、
本
誌
を

希
望
す
久
芳
は
、
お
近
ぐ
の
図
書
館
で

配
付
し
て
い
ま
す
。

問
先
=
生
涯
教

育
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

中
部
福
祉
車
務
所
は
新
庁
舎
へ
移
転

中
部
福
祉
車
紘
所

の
跡
に
は
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原
が
6

月
1

日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

問
先
=
中
部
福
祉
車
務
所

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

区
役
所
の
ご
案
内

所
在
地
=
中
央
本
町
一
丁
目
1
7
番
1
号

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

※千住区民事務所( 　3882- 1133)は仲町分室(旧千住本庁舎向かい)へ
移転しました

交通案内
※ 武線　梅島駅から 徒歩約12分

五反野駅　〃　　15分
バス
( 1)国道4 号経由

都バス( 北千住訳←→足立区役所)
都バス( 北千住駅←→竹の塚駅または足立貴攤工毎)

※ 足立区役所または足立区役所前下車
( 2)花畑街道経由

東武パス( 北千住駅←→花畑車庫または花畑壘袋団地)
東武パス( 五反野駅←→花畑車庫または花畑藥袋団地)

※ 四ツ家町卜車徒歩約13分
( 3)環七経由

都パス・東武パス( 王子訳←→亀有凧)
※ 本町五丁目下車徒歩約10分

( 4)環七・旧日光街道経由
都パス( 王子訳←→干庄車庫) ※ 樹鳥訳下車徒歩鉋10分

身 体の不自由な方等の専用送迎車( 儷髫) 　1 日7 便
身体の不自由な方・お年車りの方等のための送迎車を遭
行しています( 時刻表・停留所位置耨は、あだち広報エク
スプレス5 月1 日号をこ参駆< ださい) 。

・利用対象- -・障言者。高齢者、傷病者、箟嫦等とその介護者
・利用可能人員…車いす2台、一般席7人まで( ワゴン車)
・停留所位皿・・・饋胤 五反野、西新井、楊鳥吝貎の周辺

◎ エ ク スプレ スは奇数月1 日/ タ ブロ イド 版は毎月5 日 ・15 日 ・25 日 発行
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

あ
な
た
の
家
庭
で

保
育
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

□
家
庭
福
祉
員
(
保
育
マ
マ
)

昼
間
勤
め
て
い
る
た
め
、子
ど
も
(
生

後
5
週
以
よ
I
歳
未
満
の
乳
幼
児
)
の

世
話
が
で
忝
な
い
お
毋
さ
ん
の
代
わ
ひ

に
、
そ
の
子
ぐ
i

福
祉
員
の
お
宅
で

保
育
す
る
仕
事
で
す
。

対
象
=
区
内

在
住
(
特
に
綾
瀬
川
の
東
側
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
)
の
2
5歳
か
ら
6
0歳
ま

で
の
万
で
。
保
母
・
教
員
・
看
護
婦
ま

た
は
保
壥
賜
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

□
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
子
ど
も
(
生
後
3
刀

月
以
上
学
齢
未
満
の
乳
幼
児
)
の
世
話

が
で
忝
な
い
お
母
さ
ん
の
代
わ
ひ
に
、

一
時
的
に
そ
の
子
ぐ
鞏
蕷
か
る
仕
事

で
す
。

対
象
=
区
内
在
住
の
2
5歳
か

ら
5
0歳
ま
で
の
児
童
の
保
音
経
験
の
あ

る
方

―
い
ず
れ
も
―

※
施
設
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
り

ま
す

申
先
=
社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

問
先
=
保
育
振
興
係

7
0歳
以
上
の
方
へ

無
料
入
浴
券
を
交
付
し
ま
す

都
内
の
お
風
呂
屋
で
入
浴
で
き
る
無

料
入
浴
箜
客
待
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
、5
月
の
下
旬
に
往
復
(
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

対
象
=
4
月
1
日
現
在
、
区
内

在
住
の
7
0歳
以
上
(
大
正
1
5年
4
月
2

日
以
前
生
ま
れ
)
の
方
で
、
高
齢
者
福

祉
手
当
を
卮
そ
い
な
い
方
お
よ
び
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
巡
回
在
宅
入
浴

サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
を

利
用
し
て
い
な
い
方

申
・
問
先
=
在

宅
福
祉
係

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

心
理
専
門
相
談
を
始
め
ま
し
た

障
書
を
お
持
ち
の
方
と
家
族
の
方
の

心
の
悩
み
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=

区
内
に
住
所
が
あ
り

、
昭
和
5
3

年
4

月
2
日
以

降
に
生

ま
れ
た
児
童
(

障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9
歳
1
1
ヵ
月
ま

で
)

を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で

、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
万
・・・
離

婚

、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1

年
以
上
の

遺
壓

ま
か
ほ
1

年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/

婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
生
ま
れ
た
児
童
で
父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
た
め
父
不
在
/
父
に
重
度
の

障
毒
が
あ
る
方
(

身
醺
手
帳
―
・
2

級

程
度
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る
墻
合
=

所
得
制
限
以
上
の
収
入

が
あ
る
と
き
(

本
人
参

ぷ
ぴ
同
居
の
扶
養
義
務
者
)
/

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

と
き
/

児

竃
が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的
里

謇

受
給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対
象
と

な
っ
て
い
る

と
き
/

児
重
が
施
設
に
入

所
し
て
い
る

と
き
/

昭
和
6
0
年
8

月
1

日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
ぷ
つ

に
な
っ
た
方
が

う
年
以
上
請
求
し
な
か

っ
た
と
き

手
当
額
(

月
額
)
=

全
額

支
給
対
象
者
・・・
4
万
1

千
3
9
0円
/

一
部

支
給
対
象
者
・・・
2
万
7

千
6
9
0円
/

児
童

が
複
数
の
と
き
の
2

人
目
・
:
5
千
円

、

―
人
目
以
降
・・・
3
千
円
を
加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
=
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
(
障
害
の
あ
る
児
童
ほ
1
9
歳
1
1
ヵ

月
ま
で
)
を
畏
育
じ
て
い
る
万
…
父
母

が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
あ
る
い

は
、生
死
不
明
/
父
ま
政
陰
に
1
年

以
上
還
棄
袞
い
て
い
る
/
父
ま
た
は
毋

が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

児
童
で
、父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い

/
父
ま
た
は
毋
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

方
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程

度
)
手
当
額
=
月
額
1
万
1
千
崩
円

※
所
嚇
制
限
が
あ
り
ま
す
。状
況
に
よ

り
申
脾
に
あ
餮
な
も
の
が
異
な
り
汞

す

の
で

、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

―
い
ず
れ
も
―

申
・
問
先
=

児
重
手
当
係

喜
寿
(
満
7
7
歳
)
・
傘
寿
(
満
8
0
歳
)
・

米
寿
(
満
8
8歳
)
の
方
へ

～
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
は
り
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
～

日
時
=
5
月
2
4日
か
ら
旦
1

月
1
4
B

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
午
前
9
時
3
0分

～
午
後
4
時
3
0分
(
8
月
、1
月
、
祝

日
等
奮
隊
く
)

場
所
=
竹
の
塚
セ
ン

タ
ー

申
込
=
5
月
2
0日
よ
り
毎
週
月

限
日
、
午
前
1
時
か
ら
会
場
で
予
約
券

配
布

問
先
=
民
生
堡
素
ほ
社
会
福

祉
協
議
会

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

ひ
と
り
親

家

庭

の

方

へ

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

ひ
と
ひ
親
家
庭
の
方
へ
保
険
診
療
に

よ
盃
医
旅
費
の
自
己
負
担
芬
を
助
成
し

ま
す
。
該
当
す
る
方
は
甲
請
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ

り
、
国
保
や
社
会
保
険
等
の
医
療
保
険

の
却
入
者
で

。
次
に
あ
て
は
ま
る
児
童

箝
綫
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
の

方
ぶ
詼
未
満
で
中
程
度
以
上
の
障
害

の
あ
る
児
童
を
含
み
ま
す
)
と
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
こ
り
親
家
庭

の
万
・・父
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が

死
亡
、
重
度
障
害
、
法
令
に
よ
り
1
年

以
上
拘
蔡
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
母

に
1
年
以
上
邇
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
が

い
な
い
(
母
が
婚
姻
に
よ
ら
矛
生
ま
れ

た
児
童
で
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
)
　

※
心
身
障
害
者
医
療
受
給
者
、
牟
居

保
護
受
給
者
、
児
童
福
祉
施
設
入
所

者
、
所
得
が
限
度
額
以
上
の
万
膝
罟

ま
す

申
・
問
先
=
児
童
医
療
係

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

厚
生
省
で
は
、モ
ン
ゴ
ル
・
中
国
旧

満
州
)
・
西
イ
リ
ア
ン
ー
パ
ラ
オ
諸

島
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

ーミ
ャ
ン
マ
ー
・
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
い
て
慰
霊
巡
拝

(墓
参
)
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
実
施
地
域
、
実
施
時
期
、
参
加
申

込
資
絡
な
ど
、
く
ゎ
し
ぐ
は
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い

。

問
先
=
民
生
係

生

活

環

境

家
庭
用
は
か
り
無
料
検
査

ご
家
庭
で
偬
用
さ
れ
て
い
る
体
温
酊

や
体
重
計

、
血
圧
計
な
ど
を
無
料
で

検

奔

望

チ

。

日
時
・
場
所
=
5

月
2
0

日
(

月
)
・・・
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
1

う
き
う
き
館

、5
月
罸
日
(

月
)
・・・

梅
田
セ
ン
タ
ー
(

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
)

い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

費

用
=
無
料

問
先
=
消
賢
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

工
場
認
可
の

手
数
料
が

変
わ
り
ま
し
た

工
場
を
設
置
・
変
更
す
る
事
業
者

は
、
あ
ら
か
じ
め
認
可
を
鷽
け
な
け
れ

ぱ
な
り
汞
せ
ん
。
今
回
東
京
都
公
害
防

止
条
例
の
改
正
に
こ
り
な
い
、
表
1
の

と
お
り
胞
可
申
墮
矗
料
が
改
窖
瓦

声
処

。
な
お
、
認
可
申
膾
手
続
き
等

は
従
来
と
変
む
り
ま
せ
ん
。

問
先
=

環
境
課
指
導
第
一
・
二
係

表1　 工場認可申請新手数料

勤
労
青
少
年
寮

入
寮
者
募
集

対
象
=
都
内
中
小
企
業
に
勣
め
る
1
5
歳

以
上
2
8鎭
禾
満
の
独
身
男
性
(
月
収
2
0

万
円
以
下
)

場
所
=
千
住
桜
木
2
1
1
5
-
1
1

Ⅲ

施
設
=
個
室
(
1
1・
7

㎡
)の
ほ
か
、共
同
の
浴
室
、談
話
室
、

図
書
拏
な
ど

費
用
=
月
額
1
千
1
0
0円

ほ
か
に
光
熱
水
費
が
か
か
り
ま
す
)

申
込
=
随
時

申
・
問
先
=
産
業
振
興

課
融
資
係

あ
き
家
都
営
住
宅
・
区
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
戸
数
=
都
営
住
宅
(
一
般
世
帯

向
)
・
・
・
謾
尸
/
都
営
住
宅
(
単
身
希
同
)

…
6
戸
/
区
做
俚
宅
(
一
般
世
帯
向
)

・
・
・
4
戸
募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布

期
間
=
5
月
2
4
日
～
3
1
日
王
・
日
疆

日
奮
隊
く
)

申
込
用
紙
(

申
込
み
の

し
お
り
)

配
布
場
所
=

住
宅
支
援
係
、

各
区
民
事
務
所
、
廖
弓

く
り
公
社

※
申
込
資
格
な
ど
く
わ
し
く
は
、『
申

込
み
の
し
お
り
』
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
及
咆
支
授
係

健

康

食
と
健
康
教
室

「
知
っ
て
得
す
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

食
べ
す
淘
か

気
に
な
る
方
、
減
毒

じ

た
い
方

、
食
事
と
運
励
に
つ
い
て
学
ん

で
み

ま
せ
ん
か

。

□
中
央
本
町
保
健
相
談
所
(
1
日
制
)

日
時
=
5
既
習
・
・
・
午
前
一
…
蒔
1
正

午
、
6
月
3
・
1
1
日
・
・
・
午
後
L
時
3
0
分

ー
3
時
3
0
分
内
容
=
あ
な
た
に
あ
っ

た
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
の
食
嘉
と
運
動

定
員
悲
i
一
人
(

先
著
順
)

費
用
=

無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

□
東
和
保
健
相
談
所
(
2

日
制
)

日
時
=
i
鳳
曾
・
6
月
5
日
、い
す

れ
も
午
後
1
時
3
0
々
か
時
釦
分
内

容
=
体
脂
肪
を
墸
や
し
に
く
い
食
べ
方

と
減
ら
す
運
動
、
食
牛
活
チ
ェ
ッ
ク
、

調
理
実
演

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

□
千
住
保
健
相
談
所
(
2
日
制
)

日
時
=
5
月
沺
・
肌
日
、い
ず
れ
も
午

後
1
時
3
0
分
s
3
時
3
0
分
内
容
=
失

敗
し
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
秘
け
つ
な
ど

定
一
=
3
0
人
(
先
着
順
)
S

用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

も
う
す
ぐ
パ
パ
に
な
る

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
=
5
月
s
日
(
愈
、午
後
し
時

3
0
分
～
4
時
対
象
=
妊
娠
5
刀
月
以

降
の
方
と
そ
の
配
偶
者

内
容
=
分
娩

時
の
呼
吸
法
と
補
助
動
作
、
パ
パ
り
も

く
浴
体
験

定
S
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=一
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住

保
健
所
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ねんきん出張相談
日 程等= 下表 内容= 国民年金のしく
みり 手続き、保険料の支拔 方法など。
なお 今月の夜間相談は、竹の塚セン

タ ーで行います
問先= 国民年金課推進係
3880- 5111 ㈹

□ 事業者の方ご 注意! 　 電 話機の悪質な訪問 販売が増えています。 問先= 消費者センタ ー　3880- 5380
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国

保

国
保
加
入
者
の
方
へ

優
先
予
約
が
で
き
ま
す

国
保
「
海
の
家
・
山
の
家
」

□
優
先
受
付

国
保
加
入
者
の
万
ほ
往
復
(
ガ
キ
に

よ
る
申
し
込
み
(
優
先
受
忖
)
が
で
き

ま
す
。資
格
=
足
立
区
の
国
保
加
入

者
で
1
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
方
申
込
期
間
=
I
月
1
6
日
～

3
1日
消
印
有
効

□
空
室
の
申
込

受
付
終
了
後
の
空
き
利
用
は
電
話
で

お
申
し
叺
み
ぐ
だ
さ
い
。国
保
加
入

者
=
6
月
2
8
日
か
ら
区
内
在
住
・
在

助
者
=
7
月
5
日
か
ら
※
施
設
等
は

表
2
の
と
お
り
。く
わ
し
ぐ
は
4
月
下

旬
に
お
送
り
し
た
「国
保
だ
よ
り
」4

月
号
箋
』
覧
く
だ
さ
い
申
・
問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係
〒
圀
中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

表2　 施設一覧

国
保
の
資
格
を
失
っ
た
方
へ

お
早
め
に
保
険
証
を
お
返
し
く
だ
さ
い

就
職
な
ど
を
し
て
国
保
の
資
格
を
喪

失
レ
た
後
は
、
そ
の
保
険
証
は
使
え
ま

せ
ん
。
使
用
し
た
場
合
、
区
が
負
衵
U

た
7
創
の
金
額
奎
畠
扈
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
ひ
ま
す
の
で

、
資
格
喪
失
届

と
保
険
証
の
返
還
手
続き
を
行
つ
て
ぐ

だ
さ
い
。

問
先
=
保
険
給
付
係

お

知

ら

せ

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

短
期
講
習
会

〝レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
〟

安
藤
高
子
氏
(
日
本
車
イ
ス
ダ
ン
ス

研
究
会
理
事
)
を
講
師
に
招
い
て
障
害

者
ダ
ン
ス
お
よ
び
車
イ
ス
ダ
ン
ス
の
講

習
会
査
付
い
ま
す
。
目
の
不
自
申
な
方

も
。
車
イ
ス
の
万
も
、
明
る
く
楽
し
い

〝レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
〟
に
穆
加
し
ア
み
ま

廿
ん
か
。

日
時
=
5
月
2
9日
1
9
月
2
5

日
(
月
2
回
、
水
曜
日
)
、
午
後
0

時
3
0分
I
2
時
3
0分

対
象
=
区
内
在

住
の
障
害
者
の
方

定
員
=
5
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
5
月
2
2

日

※
移
動
困
難
な
方
は
拠
点
閧
の

送
迎
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
一
緒
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
万
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い

場
・
問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

庁
舎
ホ
ー
ル

プ
レ
ス
テ
ー
ジ

区
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
皆
さ

ん
が

、
6
月
1

貝

か
ら
の
庁
舎
ホ
ー
ル

(区
忿

町
新
庁
舎
内
、4
8
6席
)
の
オ
ー

プ
ン
に
先
駆
け
、
日
ご

ろ
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

卜
も
開
催
し
ま
す
。

日
時
=
5
月
笳

日

壬
∵
・午
後
L
時
、
荅

ご
日
)

・・・午
前
1
0時
開
演
予
定

場
所
=
庁
舎

ホ
ー
ル
・
本
庁
舎
正
面
広
場
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
2
6貝
日
)
、
午
後
3
時

ま
で
(
雨
天
中
止
。
出
店
者
募
集
は
終

了
)

内
容
=
太
鼓
、
合
唱
、
器
楽
演

奏
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
民

謡
、
川
柳
の
展
示
ほ
か

費
用
=
無
料

(車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文

化
振
興
係
(
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課
)

女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

「
ア
メ
リ
カ
女
性
心
理
学
会
の
報
告
」

今
誓
J
月
に
開
催
さ
れ
た
、
「ア
メ

リ
刀
女
性
心
理
学
齢
に
参
加
し
た
講

師
が
、学
会
の
概
要
や
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。日
時
=
6
月
7

日
(
金
)
、午
後
6
時
3
0
分
s
8
時
3
0
分

講
師
=
皿
蔗
裸
丿
氏
(
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

セ
ラ
ピ
ー

〝な
か
ま
″
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
)

定
員
芯
哭
(

先
着
順
)
S

用
=
無
料

申
込
=
電
話

柵
・

申
・
問
先
=
女
性
総
台
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

観
光
協
会
主
催
区
内
施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

日
時
=
6
月
1
4日

面

、
午
前
1
時
3
0

分
、
本
庁
舎
正
面
(
口
集
合

内
容

=
し
ょ
う
ぷ
沼
公
園
(
し
ょ
う
ぷ
観

賞
)
、
生
物
園
、
都
市
農
業
公
園
、
西

新
井
大
師
等
の
見

学

定
員
=
4
0
人
(

抽
選
)

費
用
=

観
光
協
会
会
員
…

千
沺
円
/

会
員
家
族
・・・
2
千
円
/

一
般

・・
2

千
瞋
円
(

当
日
現
地
支
払
い

、
昼

食
付
き
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
希

望
褒

貢

の
住
所

、
氏
名
、
年
齢

、
電

話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族
・
一
般
の

別
、『区
内
施
設
め
ぐ
り
希
屏

と
明

記

※
L
枚
で
4
人
ま
で
甲
し
込
み
で

き
ま
す
(
重
複
は
無
効
)

期
限
=
5

月
2
4旦
躬
印
有
効

申
・
問
先
=
観
光

協
会
事
務
局

〒
圀
中
央
本
町
1
-
1
7
-

―

産
業
振
興
課
内

「
第
1
3期
あ
だ
ち
女
性
大
学
」

～
つ
く
ら
れ
た
女
か
ら
創
る
女
へ
～

女
性
問
題
を
幅
広
く
と
ら
え
、そ
の

解
決
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。日
時
等

=
6
月
4
日
～
1
2
月
扣
日
の
火
曜
日
、

午
後
6
時
4
5
分
卜
8
時
茹
分
、全
2
3
回

※
9

月
7

・
圦
a

宿
泊
研
修

対
象
=

区
内
在
住
・
在
一

・
在
学
の
女
性

内
容
・
講
師
=

女
性
と
メ
デ
ィ
ア
…
諸

橋
蔕
樹
氏
(

尚
芙
学
園
短
大
講
師
)
/

日
本
の
近
代
化
と

女
性
・
:長
谷
幸
江
氏

(立
教
大
学
講
師
)
/

自
己
表
現
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ー

羅

霾

子
氏

、
加
藤
英

子
氏
(

心
理
万

ウ
ン
セ
ラ
ー
)
/

女
性

学
こ
は
何
か
・
山

口
眞
氏
(

流
通
経
済

大
学
教
授
)
/

北
京
女
性
会
議
:
山
下

泰
子
氏
(

文
京
玄
于
大
学
教
授
)
/

女

性
の
か
ら
だ

と
性
的
自
立
・
:丸
本
百
合

子
氏
(

産
婦
人
科
医
)
/

女
性
へ
の
暴

力
・・
ゆ

の
ま

瓦
知
子
氏
(

夫
か

呂

暴

力
調
査
研
究
き
/

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
社

会
政
策
・・・
塩
田
咲
子
氏
(

高
崎
経
済
大

学
教
授
)
/

住
民
自
治
と
女
性
・・・
原
輝

恵
氏
(
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
)
定

員
儿
J
人
(
抽
選
)
費
用
=
宿
泊
費

約
6
千
円
の
ほ
か
一
籍
代
実
費
申
込

=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、年
齢
、電
話
番
气
参
加
励

機
、
「女
性
大
学
希
望
」と
明
配
※

2
歳
か
ち
学
齢
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

保
育
受
行
い
ま
す
。希
望
す
る
方
は
、

お
i
兄
の
名
前
、生
年
月
曰
も
鏖
い

て
ぐ
だ
さ
い
。5
月
郤
ぽ
に
保
育
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
受
行
い
ま
す
期
限

=
5
月
2
2
日
必
着
場
・
申
・
問
先
=

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
圀
梅
田
7
-
3
3
1
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

集
団
給
食

技
術
者
講
習
会

日
時
等
=
表
3

場
所
=
千
住
保
健
所

対
象
=
事
業
所
、
病
院
、
学
校
、
寄
宿

舎
、
児
菫
・
社
会
福
祉
施
馼
な
ど
の
給

食
管
理
者
、
栄
養
士
、
跼
理
師
、
そ
の

ほ
か
調
理
作
業
関
係
者
、
在
宅
栄
養
士

等

定
員
=
6
0人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
5
月
2
5

日

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表3　 集団給食技術者講習会日程表

※ 時間はいずれも午後1 時30分から

軽
自
動
車
税
　納
税
は
5
月
3
1日
ま
で
に

4
月
1
日
現
在
、バ
イ
ク
や
軽
自
励

車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に
、軽
自

動
卑
税
納
税
通
知
S
を
お
送
り
じ
ま
し

た
。納
期
限
は
5
月
3
1
日
で
す
。お
早

め
に
近
く
の
銀
行
、
郵
便
煢
1

ぴ
区

諮
一
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

※
4
月
1
日
か
ら
稍
神

保
健
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
「
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
が
交
付
霤
れ
て

い
ま
す
。
軽
自
励
車
税
の
減
免
を
申
請

さ
れ
る
方
は
従
来
の
証
明
S
に
代
え

て

。こ
の
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い

問
先
=
軽
自
動
車
税
係

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

「
共
通
科
目

」

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
・
指

導
力
の
向
卜
石
、
牛
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
励

の
晋
及
・
推
苳
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
萋
ヂ
。共
通
科
目
と
専
門
科
目
　

(
別
に
開
催
)
の
受
講
・
試
験
に
合
格

し
た
方
は
、区
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

騨
と
し
て
認
定
・
登
録
が
で
孝
ま
す
。

ま
た
、
贋
條
に
お
い
て
単
位
不
足
が
生

じ
た
場
命
ほ
、
次
期
講
豐
苡
降
で
も

分
剖
の
受
講
が
で
き
ま
す
。
日
程
等

=
表
4
対
象
=
満
2
0
歳
以
上
で
ス

ポ
ー
ツ
指
導
を
行
つ
て
い
る
方
お
よ
び

指
導
者
を
目
指
す
方
定
員
=
司
人
　

(
抽
選
)
費
用
=
無
料
申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講

習
会
「
共
通
科
目
」
、
住
所
、
氏
名
ラ

け
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
件
別
、
電
話
番
号
、

ス
ポー
ツ
種
目
、
所
属
団
体
を
明
記

期
限
=
5
月
2
4
日
必
着
申
・
問
先
=

体
育
振
興
係
〒
1
2
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

表4　 スポーツ指導員養成講習会「共通科目」日程等　 ※講…講義　実…実技

☆バザー　5月26日( 日) 、午前11時～午後2時( 小雨決行) /鹿浜東町会社務所( 北野神社) /不用品の提供をお願いします/おおぞら保育園　3855- 2657
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消
費
者

通
信
大
学

「
暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
」

受
講
生
募
集

毎
日
忙
し
く
時
間
に
追
わ
れ
る
私
た

ち
の
生
活
の
中
に
は
、
疑
問
や
不
安
に

感
じ
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
万

面
か
ら
見
つ
め
な
お
し
、
「本
当
の
豊

か
さ
と
は
何
か
」
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
?

「
暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー

ル
」
は
、
自
由
な
時
間
に
自
由
な
場
所

で
学
習
で
き
る
通
信
制
の
講
座
で
す
。

科
目
等
=
下
表

定
員
=
8
0人

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
5
月
3
1

日

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

※ スクーリングの時間は、いずれも午後6時30分～8時30分

短
期
講
習
会
「
書
道
」受
講
者
募
集

じ
っ
く
り
と

、
ゆ
っ
く
り
と
、
落
ち

善
い
た
ひ
と
と
き
を
筆
を
手
に
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
万
は
ぜ

ひ
、
お
い
で
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
=
5

月
3
0日
か
ら
毎
週
木
曜
日
、
午
前
9
時
3
0

分
～
1
1時
3
0分
(
全
1
0回
)

対
象
=

区
内
在
住
の
陣
害
者

定
員
=
1
0人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
5

月
2
4日

※
習
字
道
具
は
各
自
ご
用

意
ぐ
だ
さ
い

。
移
動
困
難
な
方
は
拠
点

間
の
送
迎
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す

場
・
申
・
問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
手
作
り
教
室
」

～
お
子
さ
ん
の
保
育
も
行
い
ま
す
～

軍
手
で
か
わ
い
い
動
物
な
ど
の
人
形

を
作
り
ま
す
。日
時
=
5
月
2
3
・
3
0

日
(
全
2
回
)
、い
ず
れ
も
木
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
対
象
=
幼
児
の
い

る
お
母
さ
ん

定
員
=
1
5人
(
抽
選
)

費
用
=
材
料
費
実
費

申
込
=
(
ガ
キ

に
「
手
作
り
教
室
希
望
」、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
保
育
希
望
の
有
無
、

保
育
希
望
者
は
お
子
さ
ん
の
年
齢
(
○

歳
○
カ
月
)
を
明
記

期
限
=
5
月
2
0

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
青
年
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
3
西
新
井
1
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

施設見学会しょうぶコース

日
時
等
=
下
表
コ
ー
ス
=

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
～
葛
西
用

水
親
水
水
路
～
郷
土
薄
物
館

～
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
～
生
物

園

費
用
=
無
料
(
昼
食
の

凖
備
菅
お
願
い
し
ま
す
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
参
加

者
余
員
(
団
体
の
場
合
は
代

表
者
)
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
日
を

明
記

期
限
=
5
月
3
1日
必

着

申
・
問
先
=
広
報
課

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

※ いずれも時間は午前9 時30分から午後4 時(予定)

スケッチ
あだち

小
笠
原
中
学
校
の
生
徒
が
体
験
学
習

4
月
2
2日
、
小
笠
原
中
学
校
の
1
年

生
1
9人
が
修
学
旅
行
の
体
験
学
習
と
し

て
第
十
三
中
学
校
に
来
校
し
ま
し
た
。

体
育
館
で
の
交
流
会
の
後
、3
年
生
の

各
ク
ラ
ス
に
3
・
4
人
ず
つ
に
分
か
れ

て
お
互
い
の
紹
介
ビ
デ
オ
を
見
た
り
、

授
業
・
部
活
動
に
参
加
。
ま
た
、
小
笠

原
中
で
は
実
施
し
て
い
な
い
給
食
も
体

験
し
ま
し
た
。4
月
と
ば
い
え
、
花
冷

え
の
す
る
こ
の
日
、
小
笠
原
の
子
供
た

ち
の
思
想
は
、
「寒
い
」
の
一
言
。

「
今
後
は
、
十
三
中
か
ら
も
小
笠
原

中
へ
交
換
生
を
派
遣
で
き
れ
ぱ
…
」
と

前
田
校
長
先
生
。
両
校
の
友
好
は
、
今

後
一
層
深
ま
り
そ
う
で
す
。

自
然
と
の
共
存
を
大
切
に
し
た
い
…

西
保
木
間
二
丁
目
に
ふ
た
つ
の

プ
チ
テ
ラ
ス
が
同
時
に
完
成

4
月
7
日
、西
保
木
間
二
丁
目
の
「
大

門
自
然
プ
チ
テ
ラ
ス
」
と
「
大
乗
院
参

道
プ
チ
テ
ラ
ス
」
の
完
成
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
チ
テ
ラ
ス

は
、
旧
大
門
地
区
と
し
て
の
古
い
歴
史

と
豊
か
な
自
然
に
調
和
さ
せ
、
地
域
の

憩
い
の
堝
こ
な
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
。当
日
は
、竹
の

塚
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
に
よ
る
演
奏
や
地

域
の
子
供
会
の
写
生
会

も
行
わ
れ
、大
勢
り
人

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

大自 然 プチ テ ラ スの遊 歩 道

大乗院参道
プ チ テ ラ ス

ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に
誘
わ
れ
て

菜
の
花
が
満
開

「
わ
あ
、
き
れ
い
!
」
ふ
れ
あ
い
僑

か
ら
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
さ
ま

す
。こ
こ
舎
人
四
丁
目
を
流
れ
る
毛
長

川
の
川
岸
に
は
、
黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん

を
敷
き
詰
め
た
ぷ
つ
に
菜
の
花
が
咲
い

て
い
ま
す
。
春
の
香
ひ
に
誘
わ
れ
て
、

ど
こ
か
ら
か
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
も
飛
ん

で
き
ま
し
た
。
お
も
ね
ず
、
ア
マ
チ
ユ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

て
い
ま
し
た
。

新庁舎落成式& 一般公開
中
央
本
町
一
丁
目
に
完

成
レ
た
新
庁
舎
の
落
成
式

が
、4
月
1
5日
に
行
わ
れ

ま
レ
た
。

新
庁
舎
は
5
月
7
日
の

開
庁
を
前
に
、4
月
1
9日

か
ら
2
1日
に
わ
た
っ
て
一

般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
初

日
に
は
、
見
学
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
方
々
の
長
い

列
が
で
き
る
程
で
、3
日

間
で
は
3
千
5
7
9
(の万
々

が
訪
れ
ま
した
。

↑
百
歳
の
区
内
長
寿
者
赤
井
ミ

ツ
さ
ん
も
参
加
さ
れ
た
落
成
式

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

↓
永
沢
ま
こ
と
原
画
展
も
同
時

開
催
。「
こ
の
場
所
知
っ
て

る
?
」
と
話
も
は
ず
み
ま
す

↑
一
般
開
放
さ
れ
た
新
庁
舎
の

広
々
と
し
た
ア
ト
リ
ウ
ム

元
気
爆
発
!

わ
ん
ぱ
く

相

撲

大

会

「
○
○
ち
ゃ
ん
が
ん
ぱ
れ
」「
ま
わ

し
だ
、
ま
わ
し
を
ど
れ
」
4
月
2
1日
、

千
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園
相
撲
堝
で
、
足
立

区
相
撲
連
盟
主
催
の
相
撲
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
区
内
の
小
学
生
7
0人
が

参
加
。
体
の
小
さ
い
胝
笑

き
い
子
に

勝
っ
た
時
に
は
、
拍
手
喝
采
も
一
層
大

き
く
な
ひ
ま
す
。
勝
負
の
厳
し
さ
に
ち

ょ
っ
ぴ
り
涙
す
る
わ
ん
ぱ
く
も
い
ま
し

た
が
。
す
ぐ
に
元
気
一
杯
。
友
達
を
応

憚
し
て
い
ま
レ
た
。

←6 年生は、さすがに大 相撲、
思わず手に汗が

「
ボ
ク
も
ワ
タ
シ
も
ロ
ボ
ッ
ト
博
士
」

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
展

「
わ
あ
～
動
い

た
、
動
い
か
3
月

2
6
日
～
4
月
4
日
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
イ

ーイ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
展

。子
供
た
ち
の

歓
声
が
会
場
一
杯
に

翼
篆
し
た
。

水
中
玉
入
れ
や
文

字
書
き
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
に
、
目
を
輝
か
せ
た
子
供
た
ち
か
い

っ
ぱ
い
。

操
作
体
験
し

。「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
た
み
た
い
」

と
言
う
子
も

。

中
で
も
都
内
工
業
高
校
生
の
作
成
し

た
玉
入
れ
ロ
ボ
ッ
ト
の
み
ご
と
な
シ
ュ

ー
ト
に
大
き
な
拍
手
を
退
っ
て
い
ま
し

た
。未

来
の
ロ
ボ
ッ
ト
博
士
が
た
ぐ
さ
ん

誕
生
す
る
と
い
い
で
す
ね
。
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